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表２．温室栽培における主な病害虫の対策 

病害虫 症 状 発生時期 処置・駆除 予 防 

ウドンコ病 

若い葉や茎の表面に白い粉状の
カビが現れる．症状が進むと茎全
体に白い粉をまぶしたようにカ
ビが発生する． 

４～11 月 ミラネシン水和剤，
サプロール乳剤， 
ベンレート水和剤 

チッ素肥料をひかえめにし，カ
リ肥料を多めに施す． 

灰色カビ病 

水滴がにじんたような状態から
茶褐色の斑点になり，病気が進む
と灰色のカビが生え，胞子ができ
て次々と広がっていく． 

３～12 月 
(温室では 12～
４月に多発) 

ロブラール水和剤，
ロニラン， 
ベンレート水和剤 

温室では，日中窓を開けて風通
しをよくし，水やりもひかえて
乾燥気味に管理する． 

モザイク病 

ウイルス病とも呼ばれ，茎や花弁
に濃淡の班が出る．その他には，
葉が縮れる，巻き込む，黄化する
などの症状があらわれる． 

４～10 月 (アブラムシ等の害
虫の駆除) 

ウイルスを媒介するアブラムシ
などの害虫を駆除する． 

軟腐病 

植物の地際部や地下部が腐敗し
てやわらかく溶けたようになり
悪臭を放つ． 

６～10 月 ストレプトマイシン
液剤，オキシボルド
ウ水和剤 

傷口から侵入するので，植物に
傷をつけないようにする． 

苗立枯病 

発芽したばかりの苗の地際部付
近が細くくびれて倒伏する． 

３～11 月 
(発芽期～育苗
期) 

ダコニール水和剤，
オーソサイド水和
剤，ベンレート水和
剤 

タネまき用土には清潔なものを
用いる．また過湿にならないよ
うに気をつける． 

すす病 

葉や枝，幹などの表面が黒いすす
のようなもので覆われる． 

一年中 
(４～10 月に多
発) 

(アブラムシ，カイガ
ラムシ等の害虫の駆
除) 

アブラムシやコナジラミなどの
吸汁性害虫の排泄物を栄養にし
て繁殖するのでこれらを駆除す
る． 

斑点性の病気 

黒星病・褐班病・炭そ病・べと病・
斑点病など．葉に病原菌の種類に
より様々な斑点があらわれる．ま
た，果実や枝にも発生する． 

４～11 月 
（病気の種類
によって異な
る） 

ダコニール水和剤，
オーソサイド水和
剤，マンネブダイセ
ン水和剤 

落葉した葉などは，病原菌が残
っているので処分する．また密
植しないで風通しを良くし，葉
が乾きやすい環境にする． 

アブラムシ 

新芽や葉裏などに寄生して植物
の汁を吸って加害する．間接的に
はウイルス病の媒介をしたり，す
す病を発生させたりする． 

３～10 月 
(４～６月,９
～10 月に多発)

アリルメート乳剤，
モスピラン粒剤， 
オルトラン粒剤， 
スミチオン， 
マラソン 

株元に光を反射するポリエチレ
ン製フィルムやアルミ箔などを
敷いておくと寄生が少なくな
る． 

カイガラムシ 

吸汁によって植物の生育に悪影
響を与える．また，すす病を発生
させる． 

一年中 アクテリック乳剤，
スプラサイド水和
剤，カルホス乳剤，
オルトラン水和剤 

風通しを良くする． 

ハダニ 

葉裏に寄生して汁を吸う．被害が
進むと葉の葉緑素が抜け白っぽ
くカスリ状になる． 

３～10 月 ケルセン乳剤， 
ニッソラン乳剤 

肥料ぎれを起こすと被害が大き
くなるので施肥をときどき行い
丈夫に育てる． 

オンシツコナ
ジラミ 

葉裏に白くて小さい虫が群がっ
て住み，揺すると粉をまいたよう
に飛び交う．寄生して汁を吸うほ
かにすす病を発生させる． 

一年中 アクテリック乳剤，
アプロード水和剤，
スプラサイド水和剤

黄色に反応して寄ってくる性質
があるので，黄色の粘着リボン
をつり下げておくと誘殺され
る． 

グンバイムシ 

ツツジグンバイムシが有名．葉裏
から吸汁され生育が悪くなる。排
泄物で葉裏が黒く汚れる． 

４～10 月 オルトラン水和剤，
モスピラン粒剤 

風通しを良くする．時々葉水を
行い乾燥を防ぐと発生が少なく
なる． 

スリップス 

別名アサミウマ．葉裏に小さな成
虫が住んで吸汁し，小さな斑点が
無数にみられる．花に寄生すると
奇形花になったり花が咲かなく
なる． 

４～10 月 
(夏の高温乾燥
時に多発) 

ナメトックス， 
グリーンベイト 

花が終わった花がらが発生源に
なりやすいので，花がらはまめ
に摘み取っておく． 

ナメクジ 

植物の柔らかい部分，花弁，新芽
や若い葉を好んで食害する．特に
幼苗期の被害は著しい． 

一年中 デナポン， 
グリーンベイト 

銅イオンを忌避する性質があ
る． 

ダンゴムシ 
幼苗が被害を受けやすく，新芽や
茎が食害される． 

５～10 月  鉢底などに集まりやすいので注
意する． 
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